
　
石
川
前
原
は
、
う
る
ま
市
北
西
部
の
伊
波

と
東
恩
納
の
間
に
位
置
す
る
。一
八
七
九（
明

治
十
二
）
年
の
廃
藩
置
県
以
後
に
お
も
に
久

米
村
や
首
里
な
ど
か
ら
田
舎
下
り
し
て
き
た

人
々
の
屋
取
集
落
で
『
石
川
市
史
』
に
よ
れ

ば
当
初
は
七
戸
ほ
ど
の
屋
取
だ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

　
前
原
の
人
々
は
士
族
（
サ
ム
レ
ー
）
と
し

て
の
気
位
が
高
く
お
年
寄
り
の
中
に
は
戦
後

し
ば
ら
く
は
頑
固
な
ま
で
に
カ
タ
カ
シ
ラ

（
王
国
時
代
の
成
人
男
性
の
髪
型
）
を
切
ら

ず
、
周
囲
か
ら
は
「
前
原
カ
ン
プ
ー
」
と
呼

ば
れ
た
と
い
う
。

　
戦
前
は
、
各
村
々
に
は
い
く
つ
か
の
製
糖

工
場
が
あ
り
、
前
原
に
は
昭
和
五
十
年
代
ま

で
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
し
て
戦
前

に
建
て
ら
れ
た
製
糖
工
場
の
煙
突
が
戦
禍
を

ま
ぬ
が
れ
空
高
く
そ
び
え
て
い
た
が
今
は
そ

の
威
容
は
見
ら
れ
な
い
。

　
戦
後
、
集
落
の
北
西
部
は
軍
用
地
と
な
っ

て
米
軍
の
施
設
が
あ
っ
た
が
返
還
後
は
近
隣

か
ら
移
住
す
る
人
た
ち
が
増
え
、
一
九
五
四

（
昭
和
二
十
九
）
年
前
原
区
と
し
て
東
恩
納

か
ら
行
政
分
離
し
た
。

　
現
在
は
、
東
恩
納
三
叉
路
か
ら
仲
泊
を
結

ぶ
県
道
六
号
線
の
沿
線
一
帯
に
は
住
宅
を
は

じ
め
、
公
共
施
設
・
ア
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー

な
ど
が
建
ち
並
び
、
か
つ
て
閑
散
と
し
て
人

影
も
ま
ば
ら
だ
っ
た
昔
日
の
風
景
は
な
く
都

市
的
様
相
を
お
び
て
き
た
。
急
激
な
人
口
の

増
加
に
よ
り
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年

に
は
伊
波
中
学
校
が
創
設
さ
れ
た
。

　
一
八
五
三
年
ペ
リ
ー
艦
隊
が
沖
縄
に
来
た

時
、
そ
の
調
査
隊
一
行
が
具
志
川
方
面
か
ら

恐
ら
く
田
場
、
川
崎
、
栄
野
比
を
通
り
、
こ

の
前
原
一
帯
を
通
過
し
た
と
思
わ
れ
る
記
録

が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
小
川
を
こ
え
て
・・・

二
哩
以
上
も
登
っ
て
行
っ
た
後
、
我
々
は
一

つ
の
峯
を
越
し
た
。
道
は
、
だ
ん
だ
ん
開
け

て
き
た
・・・
西
の
方
に
眺
望
が
開
け
て
い
た
。

こ
の
地
方
は
ア
メ
リ
カ
の
荒
野
に
似
て
い

た
。
窪
地
に
は
沼
が
あ
っ
た
」（『
ペ
リ
ー
提

督
沖
縄
訪
問
記
』
外
間
政
章
訳
）。

　
こ
の
文
中
の
「
小
川
」
は
天
願
川
上
流
の

栄
野
比
の
ウ
フ
ン
ガ
ー
ラ
下
流
付
近
で
「
二

哩
以
上
も
登
っ
て
行
っ
た
」
坂
道
は
オ
オ
ギ

ビ
ラ
（
青
木
坂
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
荒
野
に
似
て
い
た
と

こ
ろ
が
坂
を
登
り
き
っ
た
東
恩
納
の
南
の
丘

か
ら
山
城
・
伊
波
方
面
を
眺
め
た
風
景
で
屋

取
集
落
の
で
き
る
以
前
の
前
原
一
帯
の
広
漠

た
る
風
景
を
描
写
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
か
つ

て
は
東
恩
納
三
叉
路
か
ら
県
道
六
号
線
を
伊

波
向
け
、
一
帯
は
平
坦
な
地
が
広
が
り
平
原

を
思
わ
せ
る
景
観
を
し
て
い
た
。

　
ま
た
、「
窪
地
に
は
沼
が
あ
っ
た
」
と
い

う
の
は
、石
川
高
等
学
校
の
東
側
に
あ
る「
水

玉
屋
原
」（
ミ
ン
タ
マ
ヤ
）
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
は
現
在
埋
め
立
て
ら
れ
て
住

宅
が
建
ち
並
び
跡
形
も
な
い
が
昭
和
三
十
、

四
十
年
代
ま
で
は
大
き
な
水
溜
り
が
あ
っ

た
。
ミ
ン
タ
マ
ヤ
は
方
言
の
「
目
ン
玉
」
と

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
奇
異
な
感
を
受
け
る
が
、
こ

れ
に
類
す
る
地
名
（
原
名
）
は
県
内
各
地
に

十
数
か
所
も
見
ら
れ
、「
ミ
ン
タ
マ
ヤ
」
を

は
じ
め
「
ミ
ン
タ
マ
ヤ
ー
」「
ミ
ン
タ
マ
ラ
」

「
ミ
ッ
タ
メ
ー
」「
ミ
ズ
タ
マ
イ
」「
ミ
ジ
タ

マ
イ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
漢
字
で
は

「
水
溜
」、「
水
玉
屋
」、「
水
玉
栄
」
な
ど
と

表
記
さ
れ
、
窪
地
で
水
が
溜
ま
る
場
所
の
こ

と
で
あ
る
。

　
他
に
沖
縄
で
は
、
水
の
溜
ま
る
と
こ
ろ
を

「
ク
ム
イ
」
と
か
「
ム
ル
チ
」
な
ど
と
呼
ん

で
い
る
。

　
前
原
は
旧
具
志
川
市
と
旧
石
川
市
に
あ
る

が
、
平
成
十
七
年
の
二
市
二
町
の
合
併
に
よ

り
二
つ
の
前
原
の
混
同
を
さ
け
る
た
め
「
う

る
ま
市
前
原
」
と
「
う
る
ま
市
石
川
前
原
」

と
し
た
。
マ
エ
ハ
ラ
の
地
名
は
県
内
に
は
他

に
宜
野
座
村
の
前
原
、
宜
野
湾
市
の
真
栄
原

が
あ
る
が
、
宜
野
湾
市
の
真
栄
原
は
も
と
も

と
屋
取
集
落
で
「
前
原
」
で
あ
っ
た
が
、「
真

に
栄
え
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
発
展
の
願
い
を

こ
め
て
昭
和
十
四
年
に
「
真
栄
原
」
と
し
て

い
る
。

　
前
原
地
名
は
県
内
で
は
小
字
を
含
め
る
と

二
百
余
を
数
え
最
も
多
い
地
名
と
い
わ
れ

る
。一
般
的
に「
メ
ー
バ
ル
」と
言
っ
て
い
る
。

　
東
恩
納
の
後
方
に
後
原
と
い
う
小
字
（
原

名
）
が
あ
る
が
こ
れ
は
東
恩
納
の
後
方
に
あ

る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
に
な
り
、
前
原
は
、

本
字
で
あ
る
東
恩
納
の
前
の
方
に
あ
る
と
こ

ろ
と
い
う
意
味
に
な
る
。

　
ま
た
、後
原（
ク
シ
バ
ル
）は
越
原
も
あ
り
、

名
護
市
の
久
志
も
あ
る
。久
志
は
名
護
の（
裏

側
）
に
あ
る
か
ら
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は

名
護
か
ら
山
を
越
し
て
行
く
と
こ
ろ
と
い
う

意
味
も
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
後
原
（
シ
リ
バ
ル
）
と
い
う
と

き
は
、「
志
礼
原
」「
志
利
原
」「
尻
原
」
な

ど
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

い
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わ
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